
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は戦後 80年の節目の年です。満蒙開拓平和記念館に行ってきました。 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

【参加者の感想から】 

◎三郷地域からも百名を超える人が開拓団に参加していることを知り大変驚きました。参加

者お一人の中に、父親が 15歳で開拓団の一員として満州に渡った方がおいでになり、遠く

の出来事ではないと実感しました。現地の暮らしに心が痛みました。ここで起こった悲劇

は繰り返してはいけないと心から思いました。 

◎まだ年端もいかない青少年たちが、この地で貴重な命を失ったこと、なんの罪 

もない婦女子までもが犠牲になったこと。改めて戦争の残酷さを痛感しています。 

安曇野市 三郷公民館だより 

 

令和７年(2025)年 7 月号 

三郷公民館 文責 藤松伸二郎 

住所 安曇野市三郷明盛 4810-1 

電話 77-2109 FAX 77-6060 り ん ご 
回覧 

裏面へ 

 

7 年度三郷祭、開催決定! 

○ふれあいｺﾝｻｰﾄ  10月 11日（土）<三郷中学校講堂> 

○運動会       10月 19日（日）<文化公園グラウンド> 

〇文化産業展    10月 25日（土）26（日）27日（月） 

                       <三郷公民館講堂> 

○菊花展       11月 1日（土）～ 11月 14日（金） 

                      <三郷公民館ロビー> 

〇芸能発表会    11月 8日（土） 

                        <三郷公民館講堂> 

 

 

 去る 6 月 2０日(金)に三郷祭運営委員会が開催され、三郷祭の実施が正式

決定いたしました。参加予定の皆様、今から練習や作品準備等計画的にお願

いします。なお、はじめての参加は大歓迎です!! 

 三郷祭、67 年目になるだいね。みんなで参加するじゃん!(方言版) 

満蒙開拓平和記念館で研修をしてきました。<ふるさと講座> 

  前事不忘、後事之師(前事を忘れず，後事の教訓とする) 

 

満蒙開拓平和記念館とは・・・ 
 戦前に中国東北部に建国した満州国の開拓を目指して約 27 万人の農業移
民「満蒙開拓団」の苦難の歴史を伝え、平和の尊さを次世代に語り継ぐために
設立された博物館です。 
 

(下伊那郡阿智村にあります。) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月の主な公民館事業の予定 
8/ 1(金)  スポーツ協会・推進委員合同会議  

  2(土) 普通救命講習会 

  5(火) まなび隊③ 松本城探索  

6(水) 地域運動会実行委員会 

  9(木) まなび隊④ 昆虫教室・川遊び 

  11(日) ふるさと夏祭り<三郷文化公園>

  18(月) まなび隊②-2 陶芸教室   

23(土) 長編童話朗読会「南へ飛んだポー」 

  24(日)  けん玉チャレンジ③ 

  27(水)  三郷の宝教室「住吉庄をめぐる争いと西牧氏」 

  29(金)  ふれあいコンサート実行委員会 

  30(土)  まなび隊②-3 陶芸教室 鑑賞会 

      

   

ユニバーサルデザインのまちづくりに向けて～ピクトグラムを知ろう!～ 

 安曇野市では、年齢や性別、性的指向・性自認、国籍、障害の有無などにかかわらず、誰

もが自分らしく暮らせるまちづくりの一環として、みんなに役立つしくみとして、ユニバー

サルデザインを推進しています。その中の一つとして、以下のようなピクトグラム(配慮を

必要とする人たちに関するマーク)での案内を掲示しています。 

南方種・外来種 激変する安曇野の生きもの事情 
 

 

 

那須野雅好さん(安曇野オオルリシジミ保護対策会議)の講演から  

 現在の安曇野市の生きものの実態をお聞きしました。 

 毎年のように安曇野に流入している新顔の生きものの現状、その陰で生息数を減

らし絶滅の恐れのある生きものについて説明がありました。「このままでいったら自

然界はどうなるだろうか」という不安感を抱きました。一方で、こうした事実を理解

し私たち一人ひとりができることや、自然豊かな安曇野を次世代に引き継いでいく

ことについて真剣に考える必要を痛感しました。 

  

～ピクトグラム(配慮を必要とする人たちに関するマーク)の一部から～ 


